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緒 言

　著者等は ネ ズ ミ類お よ び食虫類に つ い て ，そ れ ら

の 骨骼や内 臓 諸 器 官の 形態に み られ る 種的特異性

を ， どの よ うに 評価す べ きか に 問題 を し ぼ り， その

解明に努め て い る （宮尾，1960；宮 尾 ほ か ，1962 ；

宮尾 ・花村 ，
1963； 宮尾 ・佐藤，1963； 宮尾 ，

1963

そ の 他）。 そ tLICは ま ず ，研究 の 対 象 と す る ネ ズ ミ

類お よ び食虫類が ，ど こ に 住 み ， 個体維持 お よ び種

族維持 の 両 面 で ，ど の よ う に 生 活を 成 り立 た せ て い

る か を明 らか に す る こ とが 必要で あ ろ う と考 え て い

る 。そ こ で ， 本 年 （1962 年度）は ， ブ イー
ル ドで の

採集を通 じて ， ネ ズ ミ類 お よ び 食虫類 の 生活 に 接近

し，そ れ らの 生態的地位 の 理解 に
一

歩を進め よ うと

試 み た 。 調査地 を 八 ケ岳に選定し た の は ，特に 本州

の 高山 地帯に お け る こ れ ら小哺 乳類 の 生 活内容 に つ

い て ，未知の 部分 が 多い た め で あ る 。

調査垉域 お よ び調 査方法

八 ケ 岳 火 山 群 は 赤岳 （2，
899m ）を主 峰 と し ， 阿 弥

陀岳 （2，
BO7　m ＞， 権 現 岳 （2，

786　m ）， 天 狗岳 （2，
645 　m ＞

か ら北 八 ケ 岳 の 諸 山 を 経 て ，蓼科 山 （2 ，
530　m ）に 至

る 富 士 火 山 帯 中 の 圭 要火 山 群 の 一つ で あ る 。 そ の 東

側 は 千 曲 川 断 層線 に よ っ て 関東 山地 の 一部 で あ る 秩

父 山 塊 か らへだ て られ ， 西 南 側 は フ t ッ サ マ グ ナ の

糸 魚 川 一 静 岡 線 の 一部 で あ る釜 無川 断 層線 に よ っ

て ， 南 ア ル プ ス
， 赤 石 山 脈 の 地 質 と 断 絶 さ れ て 特

り，八 ケ 岳 は 他 の 山 塊 か ら独 立 し た 存 在 で あ る 。

　 八 ケ 岳 は 植 物 の 垂 直分布 の 上 か ら ， 海 抜 1
，
500m

位 ま で b「 低 山 帯 に 属 し，ク リ， カ ツ ラ， シ ラ カ ン

バ
，

コ ナ ラ な ど の 落 葉 広 葉 樹 ， ア カ マ ツ
， カ ラ マ

ッ ，サ ワ ラ な ど の 針 葉 樹 が み ら れ る 。
1，500m か ら

2，500m 位 ま で が 亜 高 山帯 と な り， コ メ ツ ガ ， オ オ

シ ラ ビ ソ が 優 占 し｝ダ ケ カ ン パ を 混 ず る鞐林帯 で，
h わ ゆ る

‘

くろ ふ
’

を 形成 し て い る 。 林床 の 草本類

は き わ め て 乏 し も 　ミ ズ ゴ ケ類で 被 わ れ て い る。

　 2
，
500m 附 近 で 森林 は つ き ，

ハ イマ ツ が 現 れ て 高

1〕　 1962 年壌1の 採集結果 か ら 。

2） 本報 の 要旨 は 第 10 回 日本 生態学 会 大 会 （東京 ，

　 　1963 年） に て 講演 した 。

3〕 現 在，愛 知 学浣 大 学歯学 部解剖学教室

4） 現 在 ， 東 窟 都 大 田 区 大 森 ，
二 葉 銅 業 K ．K ．

韆韈灘
變羅 蠶鑞 覊靉韈難
　　　　 第 1図　謂査地域 。 黒 点は ワ ナ か けを行な っ た 場所を示す （国土地理院 発行五 万分 の

一地形

　 　 図 ， 蓼 科山 に よ る）。
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第 1 表　 1962 年 4 月よ り 1963年 3 月言 で の 各月別採集個体数お よ び捕 獲率

採 集 月
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2“ 5

山 帯 と な る 。

　著者 ら は ， 八 ケ 岳 の 主 峰 の
一つ で あ る天 狗岳 （2，

6

45 皿 ）西 北斜 面 亜 高 山 森 林 帯 （コ メ ツ ガ Tsuga
diversifalia一 オ オ シ ラ ビ ソ Abies　 blarieii 林

帯） に お い て ，1962 年 4 月 よ り 196S 年 3 月 まで 毎

月上 旬 に 3− 7 晩 ，ワ ナ か けを 行 な っ て 小 哺乳類 の

採 集を 続 けた （第 1 図）。 ワ ナ は 市 販 の ハ ジ キ ワ ナ

（snap 　trap ）を 用 い ，毎 月 400− 600 個 ， 延 べ 5
，
815

個 の ワ ナ を 仕掛 け た 。 付 け 餌 に は
‘
油 揚 げ

’

を 2cm

角 位 rc切 っ て 用 い た 。

　調 査 地 域 内 に は 鉱 泉旅蛸 2 軒 （渋御殿湯，渋 の 湯

ホ テ ル ）， 山小 屋 3 軒 （黒百合 ヒ ュ ッ テ
， 高 見 石 小

屋 ，白駒 荘 ）が あ り，
パ ス は 標 高 1，880m の 渋 の 湯

ま で 年 聞 を通 じて 登 る 。

　採 集 さ れ た ネ ズ ミ 類 ・食 虫 類 に つ い て は ， 種 名，

性別 ， 体 重 ，外部生 殖器官 の 発 達 状態 ，
毛 色，胎 仔

数，精巣長径 な ど の 記 録 を と っ た
。 調 査 地 域 で は 5

月末 K 髫 が ほ ぼ 消 え て ， 植 物 が一
斉 に 芽 を 伸 ば す。

しか し 11 月 中 旬 に は 降雪 が あ リ，以 後 5 月 ま で 1
− 2m の 積髫 に 被 わ tLる ．

　以下 ， 本報 で は 1年 問 の 採集結果 を の ぺ る 。

　　　　　　　採　集 　結　果

亜高山森林 帯 の ネ ズ ミ豹 よ ぴ食虫類

　1962 年 4 月よ り 1963 年 3 月まで の 1 年間 に 合

計 961 頭 の ネ ズ ミ類 ， お よび 231頭 の 食虫 類が採集

され た が ， その 内容 は 第 1 表 に 示す如 くで あ る
。

　 ク マ ネ ズ ミ （Ratttts　 rattus ）： 住家性 の ネ ズ ミ と

し て は唯 重種 1頭 の み が ， 10 月 2 日 ， 標 高 1
．
SSO

m の 渋御殿湯 周辺 に て 採集 さ れ た。体重 200g の 成

獣 堆 で ， 精巣 は 陰の う内 に 下 降 して い た 。

　 ア カ ネ ズ ミ （AftO‘iemus　speciosus ）： 亜 高 山 森林

帯下限以下 に分布域を も っ て い るが ， 亜高山 森林帯

へ も少数侵 入 し ， 陽地で 林床被度の 高 い 場所で と れ

て い る 。

　 ヒ メ ネ ズ ミ （Apaionus 　argenteUS ）： ヤ チ ネ ズ ミ

と共 に最 も個体数 の 多 い 種 で あ る 。 亜高山 森林帯に

広 く分布 し ， 高山帯 に も見出され る 。

　 ヤ チネズ ミ　（CICthri伽 emys 　 andersen 　i）　： 亜高

山 森林帯 か ら高 山帯 まで 広 く分布 し ， 個体数 もヒ メ

ネ ズ ミ と 共 に多い 種 類 で あ る 。

　 ス ミ ス ネ ズ ミ （Anteliemys　 smithii ）： 個 体数 は

多 くな い が ， 亜高 山森林帯に 広 く分布 して い る
。 高

山帯 か らは 採集 され て い な い 。 こ こ で 採集さ れ た 個
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体 の 乳 頭式 は ，い ずれ も 1＋ 0 ＋ 2コ 6 で ，Imaizumi

〈1957） の い わゆ る カ ゲネ ズ ミ （乳頭 式 0十 〇十 2＝ 4）

砿 見出さ れ な か っ た 。

　 ハ タ ネ ズ ミ （Microtus　 montebelli ）： 山 麓 の 原野

・
耕地 に普通に み られ る 種類 で あ る が ， 亜高山森林

帯内 で も 2 頭採集 さ れ た 。
且頭は 12 月 6 日，渋 の

湯 周辺 （1，880　m ）で 採集 された雌 で 体重 41　9 ，
　3 頭の

胎仔 を もっ て い た 。 他 の 1頭 は 12 月 30 日 ， 高 見石

く2，
300m ）に て採集 さ れ た 雄 で ，体重 29　g ， 精巣 は

下 降 し て い ない 。

　 ミ ズ ラ モ グ ラ （EuroscaPtor 　 mixara ）　： 8 月 9日 ，

高見石 （2，300m ）に て 拾得 し た 死後 7 日 位 の 標本 1

頭 の み で あ る 。

　 ヒ ミ ズ （Urotrichus　talPO　ides　hondonis ）； ア カ

ネ ズ ミ 同 様 ，亜 高山 森林帯下 隈 で 少数個体が採 集 さ

或 る
。

　 舶

可噴

蓼爻 ∋°

亨
20

？｝　 1σ

粒 4f6789101 ， 「2 」，
， 23

　 　 　 　 　 　 採 　 策　 月

　　 第 2 図 　捕 獲 率 の 季節的 変化

　 ヒ メ ヒ ミ ズ （Dymecodon ρilirostris）： 低 山 帯 に

U 前種 ， 亜高山森林帯 に は本種 が 棲 息す る が，亜 高

山森林帯下部 で
一

部混褄 す る 。

トガ リ ネ ズ ミ （Sorex 　 shinto 　 shinto ）： 亜 高 山 帯 か

ち高 山帯ま で 広 く分布 し，個 体数 も豊富 で あ る 。 体

重 4g 前 後 の 最小型種 で あ る 。

　 捕 　獲 　率

　 捕獲 率 （採集個体数 tワ ナ数）（％ ） の 季 節的 変化

2 み る と第 1 表 お よ び 第 2 図 の 如 くで あ る 。捕獲 率

の 最 も高 い の は 10 月の 33．1％ ，最 も低 い の は 2 月

の 1L7 ％ で あ る が ， 図 に み ら れ る 如 く，捕獲率は

5 月か ら 7 月 ま で は 次第 に 減 じ ，
8 月 か ら 10 月 ま

で は 次第 に増加，10 月 か ら 3 月まで は 再び減少す

る 。
7 月 に 捕 獲率 が 低下す る の は 植物 の 若芽 が 豊富

なた め と考え られ る e また ，
8 月以降増 加す る の は

繁 殖 期 を終え て 幼 獣 が 巣立 ち ， 個体群密 度が 急増 す

る た め と考 え て よ い で あ ろ う 。 ま た，ll 月以 後の

滋 少 は ， 積 雪 の た め ワ ナ か けが 困難に な る こ と ， 紅

よび ネ ズ ミ類の 活動 が 雪 の 下で 行わ れ る こ と に よ る

もの で あ ろ う。

　種 構成 の 季節的変化

　種構成の 季節的変化 は 第 3 図 に 示 す如 くで あ る 。

上述 の よ うに ， 亜高山森林帯に お い て は ヒ メ ネ ズ ミ

お よ び ヤ チネ ズ ミボ最 も優勢な種で あ るが ，捕れ る

割合が 7− 8 月を境 に 全 く逆 に な る こ とが注 目 され

る 。 すなわち ， 4 月 に は ヒ メ ネ ズ ミ が 全 数 の 59％

を占め て い る が ，捕 れ る割 合は 次第 に少な くな り．

3 月 に は 0 とな る 。 こ れ に対し て ヤ チ ネ ズ ミは ，
4

月 に は 19．2％ に すぎな か っ た もの が ， 次第 に 多 く

捕れ る よ うに な り，3 月に は go％ を 占め る 。
こ の

よ うに ， 亜 高山森林帯内 に 蔚 い て は 7− 8 月を 境 に

優占種が交代 し ，春 か ら夏 に か け て は ヒ メ ネ ズ ミが ，

秋 か ら冬 に か けて は ヤ チ ネ ズ ミが優占種 と な る 。

　同 様 な 関係 は 北海 道 に お け る ヒ メ ネ ズ ミ と エ ゾヤ

チ ネ ズ ミの 間に もみ られ る （木 下 ・前 田，1961）。

実際に 個体数が こ の よ うに 変動 す る の か ， または 行

動様式 に 種間 の 差 が あ る の か 不 明で あ る が， こ の 点

は 更 に 継続観察 に よ っ て 明ら か に し た い 。

　 ア カ ネ ズ ミは 4 月 か ら 9 月ま で 亜 高山帯 下 部 に 出

現す る が，秋 か ら冬 に か け て は 姿 を消す 。 北海道 に

お け る エ ゾヤ チ ネ ズ ミ ・ヒ メ ネ ズ ミが 優勢 な 林内 へ

の エ ゾ ア カ ネ ズ ミ の 侵入 も夏期 の み で あ る と い わ れ

（木下 ・前 田 ，
1961）， 種 間 の 生活の ふ れ あい 様式 に

共通な関係が み られ て 興味深 レ 

　 ス ミ ス ネ ズ ミは どの 月 に も少数なが らほ ぼ
一

定の

割 合 で 捕獲 さ れ て い る 。

　 ヒ ミズ の 出 現の 仕方 もア カ ネ ズ ミ に 似 て い て ，
4

月か ら 11 月 ま で 亜 高 山森林帯下部で 捕獲 さ れ た 。

ヒ メ ヒ ミ ズお よ び トガ リネ ズ ミ は ， 秋 か ら冬 lcか け

て 捕 れ る割 合が 多 くな り， 厳寒期 の 活動がネ ズ ミ類

に 比 し活発 で あ る こ と を 示す 。 北海道で もエ ゾ トガ

リネ ズ ミの 出現率が秋に高 くな る現象が み ら れ て い

る 　（木 下 ・
前 田 ，

1961）。

　 亜 高山森林帯 に お け る ネ ズ ミ お よ び 食 虫類 の 1 腹

　の 胎仔数

　調査期間中 に 採 集 さ れ た姙 娠中 の 個 体お よ び そ れ

らの 1 腹 の 胎仔数 （embryo 　 size ）は 第 2 表 の 如 く

で あ っ た 。 亜高山森林帯の ネ ズ ミ ・食虫類は い ずれ

も 1 腹 の 胎仔数 が 3− 4 で ， 低山帯 の ア カ ネ ズ ミ ・

ヒ ミ ズ の 4− 6 に 比 し 少な い こ とが 注 目 され る 。 ヒ
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　 第 3 図　種構或 の 季節的変化 。
A ：

ヒ メ ヒ ミ ズ
，
E ：　トガ リネ ズ ミ

。

　 ’o　　　　　ll　　　　　72　　　ζ3　1 2 3

ヒ メ ネ ズ   B ： ヤ チ ネ ズ ミ，C ： ス ミ ス ネ ズ   D ：

メ ネ ズ ミ 。ヤ チ ネ ズ ミ に つ い て は 後報 に 詳細 K の べ

る が ， い ず れ も年 1 回繁殖 で あ っ た 。 食 虫類は繁殖

期が い ず れ も 5− 7 月の 短 い 期間K 限られ ，年 1

回繁殖 で あ る こ とが 明 らか に な っ た 。 ア カ ネ ズ ミは

秋以後，こ の 調査地域 か ら姿 を消す の で ， 秋 に 2 回

目 の 繁殖期 を もつ か 否 か ，こ れ だ け の 資料 か ら は 不

明 で あ る 。 ス ミ ス ネ ズ ミ もヤ チネ ズ ミ 同様 rp　1 回繁

殖 と思わ れ る。ハ タ ネ ズ ミは 積雪期 に 姙 娠 個 体が

且
，
880m の 高所で 捕獲 さ れ て お り，2 回の 繁殖期 を

有 す る こ と を示唆す る 。

　従 来の 文献か ら 1腹 の 胎仔数の 記録 を ひ ろ う と第

3 表 の 如 くで あ る 。 こ れ を 本報の 場 合と比 較する

と，ア カ ネ ズ ミ に つ い て は 比 較 で きる 資料 が見 当ら

な い が ，
ヒ メ ネ ズ ミで は 藤原 （1957） に よ る広島県

で の 4 例，平均 3・7 が あ り，本報 の 平均 3・9 と
一

致

す る 。 しか し，北海道の ヒ メ ネ ズ ミ に つ い て は 小林

（1960），木下 ・前田 （1961）等の 報告があ りt43 例 ，

平均 4・6 と な り，本州 の ヒ メ ネ ズ ミ よ り平均 1頭多

レ 

　ヤ チネ ズ ミ に つ い て は 今泉 ・吉行 （1957） が 本州

各地 か ら得 た 12 例，平均 3．4 が知 られ て お り，本

報の 平均 3・3 と
一

致する 。 しか し， ヒ メ ネ ズ ミ と 同

様，北 海道 に お い て は 近縁 の エ ゾ ヤ チ ネ ズ ミ で 平均

5・7
，
　6．3 が記録 され て お り （木下 ・薗 田 ，

1961 ； 小

林，1960）， 本州の ヤ チ ネ ズ ミ よ り明らか に 1 腹 の

胎仔数が多い 。

　近縁種間で は ，高緯 度地 方 に 分布す る もの ほ ど 1

腹 の 胎仔数が 多 く な る こ と を ， 北 米産 の 冬眠 する

種 ， 地中 に 坑道を うが っ て 生活す る 種 お よ び捕食生

活者 を除 い た 哺乳類 に つ い て Lord （1960）が． リ

ス 科に っ い て Moorc （1961）が報告 し て い る が ， 同

様な現象が 日本産 の ネ ズ ミ類 K つ い て もみ られ る か

もし れな い 。 し か し ， こ こ で は 緯 度の ほ か に，高度

も問題 に な る 。
ス ミ ス ネ ズ ミ ・ハ タ ネ ズ ミお よ び食
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第 2 表 　 1腹 の 胎仔 数

種 名

ア カ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

ヤ チネ ズ ミ

ス ミ ス ネ ズ ミ

ハ タ ネ ズ ミ

ヒ ミ ズ

ヒ メ ヒ ミ ズ

トガ リ ネ ズ ミ

妊娠例

3

羽

4521243

最小
一

最大

7ワ

554

邑

一

　一

4223

54
昌

4

「

一

4■

33

平均 値

5．73

．93

．33

．53

．04

．53

．53

．7

妊娠個 体の み られ た期 間

4 月
一 6 月

4 月一 8 月

4 月一10 月

6 月一10 月

12 月

5 月

5 月一 7 月

5 月
一 6 月

第 3表　 従来 の 文献 に よ る 1 腹 の 胎仔数 の 記録

種 名

ヒ メ ネ ズ ミ

ヤ チ ネ ズ ミ

エ ゾヤ チ ネ ズ ミ

　 　 躍

ス ミ ス ネ ズ ミ

ハ タ ネ ズ ミ

ヒ ミ ズ

ヒ メ ヒ ミ ズ

産 　地

広 島県

北海道

本州

北海道
　 ’

本州中部

本 州

広 島 県

山梨 県

例 　数

4

粥

12

紛

弱

820101

　

　

　

1

平均 値 　1 文 献

3．74

．63

，45

．76

．32

．15

．03

．65

．0

藤原 ，
1957

小林 ，
1960 ； 木下・前 田 ，

1961

今 泉 ・吉行 ，
1957

木下 ・前 田 ， 1961

小林，1960

今 泉 ・吉行 ．1957

今 泉 ・ 吉行，1957

藤 原，1956

今泉 ，
1953

虫 類に つ い て は 例 数が少な く，比較が 困難 で あ る 。

要 約

　1962 年 4 月よ り 1963年 3 月ま で ，毎月本州八

ケ 岳 の 亜 高 山 森林帯 〔標 高 1
，
800　− 2

，
4K）O　m ， コ メ

ツ ガー
オオ シ ラ ビ ソ 林 帯） に て ，

ハジ キ ワ ナ を用

い 小 哺乳類の 周年採集を行な っ た 。

　 1．　 こ の 地域 に は ネ ズ ミ 類で は ア カ ネ ズ ミ，ヒ メ

ネ ズ ミ，ヤ チネ ズ ミ，ス ミ ス ネ ズ ミ，ハ タ ネ ズ ミが，

食 虫類で は ミ ズ ラ モ グ ラ， ヒ ミズ ， ヒ メ ヒ ミ ズ t ト

ガ リ ネ ズ ミが棲息す る 。

　 ワ ナ に か か る 個体数は春か ら夏 に か けて は ヒ メ ネ

ズ ミが ， 秋か ら冬 に か け て は ヤ チネ ズ ミが 圧倒的 に

多 い 。 また ， 冬 期 に は 食 虫類 の とれ る 率が高 い 。

　2．　 捕獲率 は 10 月 に 最高，2 月 に 最低 で あ る 。

こ れ は 個体群密度や 積 雪 の 影響を反映 し て い る もの

と 考え られ る 。

3． 平均胎仔数は ア カ ネ ズ ミ 5・7
， ヒ メ ネ ズ ミ 3・9

，

ヤ チ ネ ズ ミ 3．S，ス ミ ス ネ ズ ミ 3・5，
ハ タ ネ ズ ミ 3．0，

ヒ ミ ズ 4・5
， ヒ メ ヒ ミズ 3．5， トガ リ ネ ズ ミ 3．7 で

あ っ た 。

　 　　 　　 　　 文 　　 　　 　献

藤 原　仁 （！956） ホ ン シ ュ ウ ヒ ミ ズ の 妊娠例 に つ い

　 て ．日 本哺乳 動物学会報．No ．15 ： 130．

　　　　 （1957） ホ ン ド ヒ メ ネ ズ ミ の 姙娠例．日本

　哺乳 動物学雑誌 1（4）： 59．

今 泉吉典 （1953） ヒ メ ヒ ミ ズ の 姙娠例．日 本哺乳動

　物学会報．No・6 ： L

　　　　 （1957） Taxonomic 　studics 　on 　the 　red ．

　 backed　vole 　 from 　Japan．　Part 　 1．　 Major 　divi−

　 sions 　of 　the 　vole 　 and 　descriptions　of 　Eethe−

　 nemys 　with 　a 　new 　 species ・国立科博研究報告・

　 40 ： 195−216．

　　　　 ・吉行瑞 子 （1957） 日本産 ハ タ ネ ズ ミ亜 科

　 の 1腹仔数に つ い て ．日 本哺 乳動物学雑 誌 且（4）：

　 67−−70
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138 宮尾嶽雄 ・両角徹郎 ・両角源美 ・花村　壁 ・佐藤信吉 ・赤羽啓栄 ・酒井秋男

木下栄次郎 ・前 田 　満 （1961）天然林伐採跡 の 造林

　地 と そ の 周辺 に お け る野ネ ズ ミの 生態 に 関す る 研

　 究．林業試験場報告．No ・127 ： 61−98・

小 林 　守 （1960）昨 年秋季 の 野 ね ず み の 動態．野ね

　ず み．No ．37 ： 7−9．

LoRD
，
　 R ．D ．（1960） Utter　 size 　 and 　 latitude　 in

　 North 　American 　 mam 囮 a 且s．　 Amer ．　 Mldland

　 Nat．64（2）： 488−489．

宮尾嶽雄 （1960）数種ネ ズ ミ類 に お け る 脊椎 骨数 の

　個体変異お よ び種間の 差．動雑．69 ： 177− 180．

　　　　　　　（！963）ネ ズ ミ類 の 形態的特徴 を どの よ う

　 に 評価す る か．哺乳類科学．No ．4 ： 2−6．

　　　　　　・花村 肇 （1963）数種ネ ズ ミ類 に お け る

　内臓諸器官重 の 種間相対成長．医 と生 ．66 ： 11−

　 16．

　　　　　　・両角徹郎 ・両角源美 （1962）数種 ネ ズ ミ

　頚に お け る 頭 骨 各部 の 頭 骨全長 K 対す る 比 率 の 種

　問差．動雑．71 ： 8S−90．

　　　　　　・佐藤信吉 （1963）食虫類の 骨に お け る 種

　間相対成長．第 1報．頭骨全長に 対す る頭骨各部

　お よび 四 肢 骨 の 大 き さ．成長 ．2（！）　： 10−・20．
MooRE

，
　J。　C ・　（1961）　Geographic 　var 菫ation 　in

　 some 　 reproductivc 　characters 　of 　diurnal

　 squirrels ．　　召μJt．　American 　　Mus ．　Nat．　Hist．

　 122（r）：　1−32．

ムBsmA α r　 M 【YAO ，　 T 。　 （Dept．　 Anatomy
，

School 　of 　Med 三cinc
，
　Shinshu 　Univ ．

，
　Matsumeto ），

T ．MOROzUM1 （Oltaya　 Nanbu 　 Middle 　School，
Nagano 　 Prcf．），　 M ．　 MoRozuMI （Okaya 　 Scibu
Middlo　Schoo！，　 Nagano 　Pref．）H ．　HANAMuR 八

，

N ．SATO
，
　 H ．　AKAHANE

，　and 　A ．　 SAKA1 　（Fac ．
Edu ・Shi ロ 8hu 　Univ 。

，
　 Nogano 　Pref．）　 Sma11

Ma 皿 mals 　on 　Mt ．Yatsugatake．1．　Small 　Mammals
in　 the 　 Subalpinc　Forest　Zonc 　on 　Mt ．　 Y 飢 阻 ga −

takc．　Zbol．　 Mag ．72 ： 133 − 138 ．（1963 ）

　From 　April ，1962　 to　March ， 1963，
　 thc　authors

coHe α ed 　 smaH 　 mammaL8 （Rodemia 　 and 　In＿

scctivora ）monthly 　by　5nap 　traps　in　thc　subal −

pi皿e 　forest　 zonc 　（Tsuga 　4ゴ嬲 アr5ifori2 − Abi 　r5

Mariesii　forest　 zone
，
　a1 重」 ，300− 2

，
400　m ）。o　Mt ．

Y 飢 8ugatake 　量n 　Hon3bu ．　 Totai　 number 　 of

captured 　皿 ce 　and 　vole3 　wa5 　961　with 　霊be
f（）110wing　propordonal 　brcakdown ： R ユ伽 s　rattttS
1，APCNI 翩 us 　spe ‘iOSttS　14

，　APtziemtt5　argent 例 tS

308，　C陶 乃r   ツ5　nderseni 　616
，　A πteliom ツs

翩 泌 露 20
．
M ぼ醐 餌 5 π 働 r1」∫ 2．　 Thc 皿 umbcr

of 　 molcs 　 a ロ d 　 shrew3 　 taken 　 was 　 231　 with 　the

fb11・ wi ロ g　 breakdown ： E 膨 r硼 caPt ・r 鎚 伽 ra 　 1，

Urotri‘hcrs　talpolde5　homibnis　18，　」becndon
pilirostr・f5151，

　and 　5b厂薦 5ゐ‘π如 shinto 　61．跏 5

厂attus　and 　Mi ｛TotUS 〃；ontebe 〃ごwere 　rarcly 　fbun己
in　this 　area ・　AdndemtCS　speciOSUS 　and 　｛乃

幽
0謬φ

厂 ichπ s　talpold‘∫ 鰄 oπ ‘5　were 　only 　fbund　置n

the 　loweτ part　of 　thi5 　grassy　 area ．

　On 　the 　otber 　hand ，　ノ1pademus　a ア
’
gen ’eZtS

，

Cletゐriona 加 L
ごy5　ander

・
soni ，　！レlteii 《）nlyS 　smit ゐゴf

，

D ⊃〃ne ‘αdon　pilir・stris
．

＆ttex ・sゐゴ7π・ shint ・ were

widc 蓋y　fbund 　in 山 i3　fbrest 罵o ロ e．　 It　was 　noted

that 　乳』e 　large8巳　夏1u 皿 bcr　of ∠lpalemus 　argentevs

apPeared 　in　spring
，
　 but　the 　peak 　 of 　CLethri−

enomys 砌 derseni　 was 　 secn 　 from 　 autu 皿 n 　 tOp

w 三nter （Fig．2）．

　Thc 　average 　embryo 　sizes 　of 　each 　species 　were

a3 観 ・WS ： AP （・d翩 衡 5　 sPeCt
’
・ SUS 　 5・7，　Ap α d翩 鋸

ロ rgentevs 　3・9
，　c伽 ゐriono 〃 りr5　‘vi 『ersoni 　3．3，

A ，itetiontys 　5〃zitゐii　3．5 ，　 ル露‘ア otus 　moltte うelli
3．0．　ひπVtrich＃ s　幽 靦セ5　ho，idenis　生 5

，　五≧）b

mecetlon 　pilirostris　3．5，
　 Sor¢x ∫乃itito　 5乃‘脚 3．7野

Thc 　bighest　capturc 　mtc （number 　 of 　captured

smaLl 皿 mmal51 且 o ．　 of 　 set ヒraps ） occurred 　 in
October　and 　the 　lowc8t　ratc 　i夏 F ¢ bruary ．　They

r ¢ “cct 　the 　eff ヒc 霊 of 　thc 　population 　den3ity　and
the 詛 ow 　fall，　etc ． （Receivcd　May 　8

，
1963）
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